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◎
代
表　
　

○
副
代
表

　

１
組　
　

山
田　

大
夢 

・ 

安
澤　

怜
沙

　

２
組　
　

水
谷　

吏
希 
・ 

樋
口　

菜
々

　

３
組　

○
河
﨑　

翔
梧 
・ 
小
椋　

悠
加

　

４
組　
　

清
水　

滉
大 

・ 
鳴
川　

俊
重

　

５
組　
　

村
瀬　

仁 

　

・ 

櫻
井　

美
妃

　

６
組　
　

吉
田　

悠　

 

・ 

丹
羽　

晴
美

　

７
組　

◎
玉
田
美
沙
紀 

・ 

杉
本　

優
介

　

８
組　
　

佐
藤　

快 

　

・ 

当
真　

穂
美

▼
退
職
者
・
転
出
者　
　
　

【
転
出
先
等
】

校　

長

　
　
　

杉
原　

整　
　
　
　
　

【
退　

職
】

教　

諭

理
科　

宗
形　

翼　
　

【
岐
阜
工
業
高
校
】

国
語　

豊
田　

敦
子　
　
　
　

【
退　

職
】

数
学　

村
瀬　

智
【
非
常
勤 

各
務
原
高
校
】

体
育　

平
澤　

直
弥　
　

【
大
垣
北
高
校
】

英
語　

渡
辺　

い
ず
み　

【
可
児
工
業
高
校
】

英
語　

久
代
　
美
和
子
【
再
任
用 

各
務
原
高
校
】

実
習
助
手　

高
橋　

莉
穂　

【
大
垣
北
高
校
】

学
校
司
書　

加
納　

宏
美　
　

【
県
図
書
館
】

常
勤
講
師

国
語　

長
谷
川　

賢
人
【
土
岐
津
中
学
校
】

数
学　

高
寺　

義
朗　
　
　
　

【
関
高
校
】

理
科　

梅
原　

香
織　

【
岐
南
工
業
高
校
】

英
語　

堀
部　

仁
貴　
　

【
各
務
野
高
校
】

▼
転　

入　

者　
　
　
　
　

【
前
任
校
等
】

校　

長

理
科　

髙
谷　

信
吾　
　

【
恵
那
南
高
校
】

教　

諭

国
語　

安
田　

英
謙　
　
　

【
羽
島
高
校
】

数
学　

高
橋　

秀
樹　

【
岐
阜
農
林
高
校
】

数
学　

古
川　

和
央　
　
　
　

【
新　

任
】

理
科
（
化
）
石
垣　

智　
　
　
　

【
島
中
学
校
】

保
体　

青
田　

英
司　

【
東
濃
実
業
高
校
】

保
体　

柘
植　

未
来　
　
　
　

【
新　

任
】

英
語　

豊
田　

治
彦　
　

【
大
垣
桜
高
校
】

英
語　

久
代
　
美
和
子
【
再
Ｆ 

各
務
原
高
校
】

英
語　

丹
羽　

智
之　
　
　

【
東
濃
高
校
】

実
習
助
手　

竹
中　

香
月
奈　
　

【
新　

任
】

常
勤
講
師

国
語　

草
薙　

郁
美 

　

【
本
巣･

県
岐
商
】

数
学　

田
中　

龍
太
郎
【
桜
ヶ
丘
中
学
校
】

体
育　

淺
野　

光
昭　
　
　
　

【
新　

任
】

英
語　

古
川 

智
哉　
　

 

【
中
島
小
学
校
】

非
常
勤
講
師

国
語　

洞
口　

理
恵
子　
　

【
啓
成
高
校
】

数
学　

渡
邉　

克
尋　
　
　

【
加
茂
高
校
】

数
学　

村
瀬　

智　
　
　

【
各
務
原
高
校
】

外
国
語(
中
国
語) 　

南　

さ
ち　

学
校
司
書　

鈴
木　

綾
佳　
　

【
県
図
書
館
】

●
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
暑
い
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
超
猛
暑
と
言

わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
々
が
続
く
の

だ
ろ
う
か
。
「
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
耳
に
タ
コ

で
し
ょ
う
が
、
体
調
維
持
に
ご
留
意
く

だ
さ
い
ま
せ
。

●
今
年
は
暑
さ
だ
け
で
な
く
、
雨
も
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
。
特
に
九
州
で
莫

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
「
天

災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
諺
が
虚
し
い
ほ
ど
毎
年
ど
こ
か
で

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
、
夏
の

大
会
が
真
っ
盛
り
。
体
育
系
だ
け
で
な

く
、
文
科
系
の
各
部
も
そ
れ
ぞ
れ
の
頑
張

り
を
続
け
て
い
ま
す
。
各
部
の
活
躍
に
、

在
校
生
だ
け
で
な
く
、
同
窓
生
一
同
も
、

注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

●
今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
「
親
子
３
代

の
各
務
原
高
校
生
誕
生
」
で
す
。
友
人
か

ら
、
孫
が
各
務
原
高
校
に
入
学
し
た
と
の

話
を
聞
き
、
確
か
娘
さ
ん
も
卒
業
生
だ
っ

た
よ
ね
と
確
認
す
る
と
、
そ
う
そ
う
！
そ

の
子
の
子
！
と
の
こ
と
。
も
う
高
校
生
の

孫
か
と
感
慨
深
い
の
に
、
各
務
原
高
校
生

と
し
て
の
３
代
目
が
誕
生
な
の
だ
と
、
ま

も
な
く
50
年
の
歴
史
を
重
ね
る
こ
と
の
意

味
を
感
じ
た
の
で
す
。

●
年
に
一
度
の｢

同
窓
会
総
会｣

、
今
年

も
地
元
で
の
開
催
で
す
。
当
番
期
は
９

期
・
19
期
の
み
な
さ
ん
で
す
が
、
ほ
か
の

期
の
方
も
大
歓
迎
！
。
参
加
の
前
に
母
校

ま
で
足
を
延
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
中
庭
の
景
色
が
、
ず
い
ぶ
ん
卒

業
時
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
が
違
う

か
と
探
す
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。
創
立
50

周
年
へ
、
残
す
べ
き
も
の
、
足
り
な
い

も
の
は
何
か
、
同
窓
会
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
母
校
に
も
HP
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
同
窓
会
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
事
業
計
画
・
事
業
報
告
・
総

会
の
ご
案
内
な
ど
と
共
に
、
こ
の
会
報
も

掲
示
し
て
い
ま
す
。
隔
年
に
郵
送
し
て
い

た
会
報
は
、
平
成
26
年
か
ら
HP
へ
の
掲
載

に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。
郵
送
は
総
会
の

幹
事
年
の
前
後
だ
け
に
な
り
ま
す
が
、
お

手
元
に
届
か
な
い
年
も
作
成
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご

健
勝
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
初
め
て
「
き

な
し
」
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
同

窓
会
副
会
長
の
阿
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
石
田
会
長
の

顔
写
真
と
ご
挨
拶
が
定
番
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
び
っ
く
り
さ
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

会
報
に
寄
稿
な
ど
す
る
器
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
石
田
会
長
の
突
然
の
キ
ラ
ー

パ
ス
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

今
回
の
み
お
付
き
合
い
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

私
が
同
窓
会
の
役
員
を
お
引
受
け
し

た
の
は
、
今
か
ら
二
十
数
年
前
だ
っ
た

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
た
石
田
会
長
の
突

然
の
招
へ
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時

私
は
、
各
務
原
高
校
に
同
窓
会
が
あ
る

こ
と
す
ら
知
ら
ず
、
ま
し
て
や
活
動
を

し
て
い
る
な
ん
て
思
い
も
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
役
員
の
顔
ぶ

れ
を
み
る
と
石
田
会
長
を
は
じ
め
私
と

同
期
の
方
が
３
名
も
み
え
ま
し
た
の

で
、
軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
ま
だ
開
校
30
年
に
も
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
同
窓
生

の
数
も
１
万
人
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
同
窓
会
活
動
に
無
関
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、
役
員
に
な
る
と
新

聞
の
地
方
版
に
掲
載
さ
れ
る
岐
阜
商
業

高
校
同
窓
会
（
凛
心
会
）
や
岐
阜
高
校

同
窓
会
の
案
内
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
同
時
に
う
ら

や
ま
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
各
務
原
高

校
同
窓
会
の
活
動
を
い
か
に
活
発
に
し

て
い
く
の
か
、
役
員
会
で
真
剣
に
議
論

を
重
ね
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

同
窓
会
総
会
の
幹
事
を
各
務
原
高
校

の
入
学
試
験
で
出
会
っ
て
か
ら
『
30
年

目
の
同
窓
会
』
と
銘
打
っ
て
卒
業
期
ご

と
の
当
番
制
に
し
て
４
年
目
、
そ
う
私

た
ち
４
期
生
が
幹
事
と
な
っ
た
年
の
こ

と
は
鮮
明
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
同

窓
会
を
盛
大
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
人
集
め
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
利
害

関
係
の
全
く
な
い
人
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
の
難
し
さ
に
大
変
歯
が
ゆ
い

思
い
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
時

代
あ
ま
り
交
流
が
な
か
っ
た
同
級
生
に

電
話
を
掛
け
た
際
に
、
「
各
務
原
高
校

で
同
級
生
だ
っ
た
阿
部
で
す
。
」
こ
の

一
言
で
警
戒
心
を
解
い
で
く
れ
て
、
話

を
聞
い
て
く
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
言
伝
を
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い

た
と
、
わ
ざ
わ
ざ
電
話
を
掛
け
て
く
れ

た
方
も
み
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
窓
会
当
日
に
は
、
１
６
０

人
近
い
同
級
生
が
集
い
、
学
生
時
代
の

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
を

見
た
際
に
は
、
万
感
の
思
い
が
こ
み
上

げ
て
き
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
同
級
生
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
以
来
連
絡
を
取
っ
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、
仕
事
の
都
合
で
そ
れ
っ
き
り
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
私

に
と
っ
て
、
幹
事
年
の
同
窓
会
が
人
生

の
大
き
な
節
目
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
９
期
・
19

期
生
が
幹
事
学
年
で
す
。
私
は
役
目

上
、
同
窓
会
総
会
に
は
毎
年
出
席
し
て

い
ま
す
が
、
幹
事
学
年
で
な
い
皆
さ
ん

も
是
非
と
も
気
軽
に
出
席
し
て
頂
き
、

各
務
原
高
校
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

す
が
す
が
し
い
初
夏
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
務
原
高
校
同
窓
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
。
益
々
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
常
日
頃
か
ら
母
校
の
発
展

に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誌
上
を
お

借
り
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
こ
の
４
月
の
移
動
で
第

21
代
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
高
谷

と
申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

各
務
原
高
校
は
新
入
生
３
０
９
名
を
新

た
に
迎
え
入
れ
、
全
校
生
徒
９
３
１
名
で

平
成
29
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
期

待
と
ほ
ん
の
少
し
の
不
安
が
混
じ
っ
た
瞳

の
新
入
生
も
少
し
ず
つ
高
校
生
活
に
慣
れ

は
じ
め
、
２
，
３
年
生
は
上
級
生
の
自
覚

を
も
っ
て
堂
々
と
日
々
の
学
校
生
活
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
行
わ
れ
た
県

総
体
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
が
３
位
、
ラ
グ

ビ
ー
部
が
４
位
、
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

が
団
体
３
位
の
好
成
績
を
収
め
る
と
と

も
に
、
剣
道
部
・
水
泳
部
で
は
上
位
入

賞
し
東
海
総
体
へ
出
場
権
を
獲
得
い
た

し
ま
し
た
。
文
化
系
の
部
で
は
、
囲
碁

部
が
男
女
と
も
準
優
勝
し
、
男
子
個
人

で
は
全
国
総
合
文
化
祭
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
部
活
動
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
１
年
生
男
子
が
岐
阜

県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
優
勝
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
校
訓
「
開
拓
者
精
神　

創

造　

挑
戦　

協
同
」
の
も
と
、
社
会
人

と
し
て
必
要
な
資
質
を
身
に
つ
け
、
将

来
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
有
為
な
人
材
の
育
成

と
生
徒
の
自
己
実
現
に
向
け
た
き
め
細

か
な
指
導
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
生
徒
は
、
多
く
の
卒
業
生
と
地
域
の

方
々
に
見
守
ら
れ
、
日
々
、
進
路
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

21
世
紀
に
入
り
、
高
度
情
報
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
拍
車
が
か
か
る
社
会
の

中
で
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
能
力
「
生

き
る
力
」
「
生
き
抜
く
力
」
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
校
の
伝
統
で
あ

る
「
文
武
両
道
」
の
合
言
葉
の
も
と
、

勉
学
は
も
と
よ
り
、
生
徒
会
活
動
や
部

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
力
を
育
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
入
試
か
ら
本
校
は
理
数

科
、
英
語
科
の
募
集
を
停
止
し
、
普
通

科
の
単
独
校
に
な
り
ま
す
。
本
校
の
普

通
科
高
校
と
し
て
の
特
色
お
よ
び
魅
力

と
し
て
、
２
年
次
か
ら
の
コ
ー
ス
選
択

の
中
で
理
数
科
・
英
語
科
の
教
育
力
を

継
承
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
従

来
の
文
系
・
理
系
以
外
に
課
題
解
決
能

力
や
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
育
む
学
び
が
で
き
る
コ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
理
数
科
の
課
題

研
究
や
英
語
科
の
海
外
姉
妹
校
交
流
、

短
期
留
学
制
度
、
地
域
と
連
携
し
た
英

語
教
育
活
動
等
を
行
い
ま
す
。
本
校
が

さ
ら
に
、
「
リ
ー
ダ
ー
性
や
グ
ロ
ー
バ

ル
な
能
力
」
「
社
会
経
済
の
基
盤
を
担

う
能
力
」
「
自
立
し
て
社
会
生
活
を
営

む
能
力
」
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
日
本

や
ふ
る
さ
と
岐
阜
を
担
う
「
地
域
社
会

人
」
を
育
て
る
た
め
の
学
校
と
し
て
地

域
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
よ

う
職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
本
校
へ
の
一
層
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画(

案)

進
路
状
況
だ
よ
り

・延べ数　　

平成28年度卒業生(44期生)進路別人数

平
成
28
年
度
事
業
報
告

平
成
28
年
度
卒
業
生
同
窓
会
評
議
員

平
成
27
年
度

人 

事 

異 

動

平
成
29
年
度

人 

事 

異 

動

編 

集 
後 
記

窓口にて、現金・総合口座・カード、
ＡＴＭにて、総合口座・カードが可能です。

同
窓
会
総
会
へ
の
想
い

同
窓
会
副
会
長　

阿　

部　
　
　
　

発 行 所

各務原市蘇原新生町2-63

岐阜県立各務原高等学校

同　窓　会

TEL〈058〉383-1015㈹

印 刷 所

三進社印刷所

TEL〈058〉245-3624㈹

同 窓 会 維 持 会 費 の お 願 い
　元来、卒業時の同窓会費が終身会費となってお
りましたが、会員数増加に伴う会報発送費の増大、
創立40周年記念事業への寄付等によりまして、同
窓会の財源が逼迫しております。同窓会をより一
層発展させるために、維持会費の納入につきまし
て、会員の皆様方のご協力をお願いします。

趣　　旨　同窓会報「きなし」の発行及び運営維
持に関わる費用を同窓生一万五千余名
に協力依頼し、これに充てる。

金　　額　一口3,000円

納入方法　下記のように、郵便局の「ぱるる」で
　　　　　送金してください。

　　　　　　口 座 名　　各務原高校同窓会
　　　　　　口座番号　　12470 23784971

　　　　　他銀行からのお振り込み

　　　　　　【店名】二四八　【店番】248
　　　　　　【預金種目】普通預金
　　　　　　【口座番号】2378497

※尚、送金していただいた方には、毎年同窓会報
「きなし」を発送します。（払込人名に、卒業
年を付記して下さい。）

　(平成26年度からは原則ｗｅｂ閲覧といたしました。)

ご 

挨 

拶

学
校
長　

高 

谷　

信 

吾

区 分 普　通　科 理　数　科 英　語　科 合　　　計

四　
　
　
　
　

大

種
別

国公立 4 1 0 5

私立 141 15 25 181

短　
　
　
　
　

大

国公立 15 0 3 18

私立 23 1 3 27

専　

門　

学　

校

看護 14 0 0 14

その他 27 7 8 42

合 計 224 24 39 287

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

3

1

2

1

2

2

1

6

6

11

12

6

7

17

1

2

10

2

4

2

1

2

1

1

1

1

1

3

3

4

4

2

2

2

2

1

1

1

1

1

3

7

1

2

2

3

14

13

4

1

13

7

5

1

1

1

1

1

1

2

4

10

1

1

14

1

2

大 垣 女 子 短

岐 阜 保 健 短

岐 阜 聖 徳 学 園 大 短

中 部 学 院 大 短

平 成 医 療 短

愛 知 江 南 短

至 学 館 大 短

修 文 大 短

名 古 屋 文 理 短

岡 崎 女 子 短

四 天 王 寺 短

東 海 職 能 大 学 校

岐 阜 県 立 衛 生 専

岐 阜 県 下 呂 看 護 専

一宮市立中央看護専

朝日大学歯科衛生専

あ じ さ い 看 護 専

愛 北 看 護 専

尾 北 看 護 専

中 日 美 容 専

名 古 屋 調 理 専

〔 就 職 〕

岐 阜 県 職 員

岐 阜 県 警 察

自 衛 官 候 補 生

川崎重工業株式会社

岐阜車体工業株式会社

愛 知 工 業

愛 知 淑 徳

愛 知 文 教

金 城 学 院

椙 山 女 学 園

大 同

中 京

中 部

東 海 学 園

同 朋

名 古 屋 外 国 語

名 古 屋 学 院

名 古 屋 学 芸

名 古 屋 商 科

名 古 屋 女 子

名 古 屋 文 理

人 間 環 境

修 文

一 宮 研 伸

南 山

日 本 福 祉

名 城 大

皇 學 館

四 日 市

〔短期大学・専門学校〕

岐 阜 市 立 女 子 短

静 岡 県 立 短

三 重 短

〔国 公 立 大 学〕

富 山 大 学

名 古 屋 工 業 大 学

広 島 大 学

岐 阜 県 立 看 護 大 学

福 知 山 公 立 大 学

〔 私 立 大 学 〕

青 山 学 院

成 蹊

拓 殖

帝 京

東 海

日 本

明 治

法 政

京 都 造 形 芸 術

立 命 館

大 阪 産 業

関 西

近 畿

大 阪 成 蹊

朝 日

岐 阜 医 療 科 学

岐 阜 聖 徳 学 園

中 部 学 院

東 海 学 院

愛 知

愛 知 学 院

大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数

平成28年度　大学・短大・専門学校等合格者数

種　別 区 分
普 通 科

男 女 男 女 男 女 男 女 計

理 数 科 英 語 科 合　　　　計

国公立

私 立

国公立

私 立

看護系

その他

1

66

0

2

2

13

0

5

1

1

3

94

1

43

4

20

11

14

0

0

2

0

3

98

2

22

0

0

0

4

0

0

0

0

3

31

0

3

0

1

1

0

0

0

0

0

0

5

0

8

0

0

0

0

0

0

1

0

1

10

0

12

0

8

0

7

0

0

1

1

0

29

3

96

0

2

2

17

0

5

2

1

7

135

1

58

4

29

12

21

0

0

3

1

3

132

各 種 学 校

公 務 員

そ の 他

留 学

そ の 他

合 計

四

大
進

学

就　

職

短

大

専
門
学
校

4

154

4

31

14

38

0

5

5

2

10

267

平成26年度　大学・短大・専門学校等合格者数

1
1
1
1
4

1
1
1(1)
1
1
6
1
3(1)
1(1)
1(1)
1(1)
1(1)
3
2
6
3
5
8
1
8
8
1

20
2
6
4
3
7

13
17
2
7
7
2

4
1
1
2
8

1
5
2
1
1
1
1
1
2
1
4
1
1
3
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1

45

3
1
4
6

16
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1

198(6)

1
1

4
4

4
6
2
1
2
4
1
1
1
1
1
3
1
1
2
1

32

〔公 立 専 門 学 校〕
岐 阜 県 立 衛 生 専
岐 阜 県 立 下 呂 看
岐 阜 市 立 看 護 専
国際たくみアカデミー
合 計

〔私 立 専 門 学 校〕
博慈会高等看護学院
朝日大学歯科衛生士専門学校
あじさい看護専門学校
中日本航空専門学校
愛 知 調 理 専 門 学 校
愛 北 看 護 専 門 学 校
えきさい看護専門学校
大原法律公務員専門学校
大原簿記医療観光専門学校
中 部 看 護 専 門 学 校
中 部 美 容 専 門 学 校
東海医療科学専門学校
東海医療工学専門学校
トヨタ自動車大学校
ﾄﾗｲﾃﾞﾝﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校
ﾄﾗｲﾃﾞﾝﾄｽﾎﾟｰﾂ医療看護専門学校
名古屋ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校
名古屋ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾌﾗﾜｰﾋﾞｭｰﾃｨ学院
名古屋ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｱｰﾄ専門学校
名古屋ｽｸｰﾙｵﾌﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ専門学校
名 古 屋ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ学 院
名古屋ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｱｰﾂ専門学校
名古屋ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専門学校
名古屋ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾋﾞｭｰﾃｨｰ専門学校
名 古 屋 モ ー ド 学 園
名古屋ﾘｿﾞｰﾄ&ｽﾎﾟｰﾂ専門学校
名古屋栄養専門学校
名古屋観光専門学校
名古屋情報ﾒﾃﾞｨｱ専門学校
名古屋美容専門学校
辻 調 理 専 門 学 校
合 計

名 古 屋 芸 大 学
名 古 屋 造 形 大 学
南 山 大 学
日 本 福 祉 大 学
名 城 大 学
名 古 屋 文 理 大 学
愛 知 東 邦 大 学
名 古 屋 学 芸 大 学
鈴 鹿 医 療 科 学 大 学
長 浜 バ イ オ 大 学
京 都 外 大 学
関 西 大 学
阪 南 大 学
奈 良 大 学
鮮 文 大 学
E L S  L a  v e r n e
合 計

〔 そ の 他 〕
東 海 職 能 大 学 校
合 計

〔公 立 短 期 大 学〕
岐 阜 市 立 女 子 短 大
合 計

〔私 立 短 期 大 学〕
大 垣 女 子 短 大
岐阜聖徳学園大学短期大学部
岐 阜 保 健 短 大
中部学院大学短期大学部
東海学院大学短期大学部
平 成 医 療 短 大
愛 知 医 療 学 院 短 大
愛知学泉大学短期大学部
愛 知 き わ み 看 短 大
愛 知 江 南 短 大
至学館大学短期大学部
修文大学短期大学部
名 古 屋 短 大
名 古 屋 文 化 短 大
名古屋文理大学短期大学部
南山大学短期大学部
合 計

〔国 公 立 大 学〕
北 見 工 大 学
岐 阜 大 学
香 川 大 学
都 留 文 科 大 学
合 計

〔 私 立 大 学 〕
北 海 道 情 報 大 学
駒 澤 大 学
専 修 大 学
拓 殖 大 学
帝 京 大 学
東 海 大 学
日 本 大 学
明 治 大 学
中 央 大 学
法 政 大 学
成 城 大 学
成 蹊 大 学
金 沢 工 大 学
福 井 工 大 学
朝 日 大 学
岐 阜 経 大 学
岐 阜 女 子 大 学
岐 阜 聖 徳 学 園 大 学
東 海 学 院 大 学
中 部 学 院 大 学
岐 阜 医 療 科 学 大 学
愛 知 大 学
愛 知 学 院 大 学
愛 知 工 業 大 学
愛 知 淑 徳 大 学
金 城 学 院 大 学
椙 山 女 学 園 大 学
大 同 大 学
中 京 大 学
中 部 大 学
東 海 学 園 大 学
名 古 屋 外 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
名 古 屋 経 大 学

大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数
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部
活
動
の
記
録

平
成
28
年
８
月
～
29
年
７
月

田
副
会
長
が
事
前
に
終
わ
ら
せ
て
く
れ
た

た
め
、
初
め
て
行
い
ま
す
！
当
日
都
合
で

欠
席
す
る
か
ら
と
代
理
人
と
共
に
現
れ
る

メ
ン
バ
ー
も
、
頭
が
下
が
り
ま
す
）

・ 

学
校
見
学

　

第
３
回
目
の
最
後
の
打
合
わ
せ
で
参
加

者
が
決
ま
り
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
直

前
に
、
立
入
で
き
る
場
所
を
確
認
し
、
最

終
集
合
場
所
の
視
聴
覚
教
室
の
待
ち
合
わ

せ
時
間
を
確
認
し
て
か
ら
、
参
加
者
の
案

内
を
し
ま
し
た
。
（
当
日
の
コ
ー
ス
）
校

舎
入
口
～
体
育
館
（
２
階
か
ら
プ
ー
ル
見

学
）
～
南
舎
～
購
買
～
北
舎
～
（
自
由
）

～
視
聴
覚
室
（
中
学
生
向
け
学
校
説
明
鑑

賞
）
～
校
長
室
（
終
了
）

※

個
人
的
に
は
渡
廊
下
屋
上
か
ら
の
景
色

が
お
す
す
め
。
大
変
、
懐
か
し
い
時
間
で

し
た
。
自
分
自
身
も
高
校
を
卒
業
、
地
元

を
離
れ
、
14
年
後
、
転
勤
で
名
古
屋
～
豊

田
～
名
古
屋
と
移
動
で
、
か
か
わ
り
が
な

く
、
情
報
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
10
年

前
の
情
報
も
併
せ
て
変
わ
っ
た
と
思
う
と

こ
ろ
を
い
く
つ
か
書
き
ま
す
。

①
校
庭
に
、
芝
生
あ
り
ま
せ
ん
。

　

体
育
の
授
業
の
雑
草
取
り
、
し
な
く
て

い
い
ん
で
す
。

※

10
年
前
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
プ
ー
ル
が
出
来
て
ま
す
。

　

体
育
館
の
東
側
、
昔
の
自
転
車
置
き
場
？

に
横
幅
の
狭
い
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

※

10
年
前
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
体
育
館 

２
階
か
ら
初
め
て
見
ま
し
た
。

（
以
下
は
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
）

③
レ
ス
リ
ン
グ
場
あ
り
ま
せ
ん
。

　

体
育
館
１
階
に
あ
っ
た
レ
ス
リ
ン
グ
場

は
無
く
な
り
ま
し
た
。

④
学
生
制
服
変
わ
っ
て
ま
す
。

　

岐
阜
高
の
姉
妹
校
だ
っ
た
な
ご
り
の
〇

〇
〇
制
服
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。※

片
桐
先

生
を
知
っ
た
音
楽
室
の
コ
ー
ラ
ス
部
は
す

で
に
な
く
な
り
、
吹
奏
学
部
の
生
徒
さ
ん

と
会
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

⑤
部
活
動
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

著
名
な
野
球
部
が
増
え
た
以
外
に　

吹

奏
楽
部
が
増
え
て
い
ま
し
た
。　

ま
た
、

い
く
つ
か
無
く
な
っ
た
部
も
確
認
で
き
ま

し
た
。
（
新
聞
、
落
研
、
レ
ス
リ
ン
グ
、

山
岳　

登
山　

etc.
）

※

お
ま
け

　

同
窓
会
報
名
称
が
変
わ
っ
て
ま
す
。
詳

し
く
は
、
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
卒
業
生

の
皆
さ
ん
」
か
ら
探
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

最
後
に

　

今
回
見
れ
な
か
っ
た
、
美
術
室
や
化
学

実
習
室
に
あ
っ
た
暗
室
、
生
徒
会
室
（
会

長
辞
典
は
、
ま
だ
あ
る
の
か
な
）
な
ど
、

見
残
し
が
一
杯
で
す
。

　

学
び
舎
は
、
入
学
し
た
当
時
の
、
最
新

の
校
舎
で
は
無
く
、
耐
震
補
強
さ
れ
、
立

替
え
を
待
つ
状
況
で
し
た
。

　

９
期
生
、
19
期
生
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

ど
う
で
す
か
？　

た
ぶ
ん
９
年
後
の
同
窓

会
も
、
評
議
員
と
し
て
呼
ば
れ
た
ら
企
画

し
て
、
校
舎
が
新
し
く
な
っ
て
も
学
校
見

学
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
期
生
の
皆
さ
ん
、
ま
た
９
年
後
に
会

い
ま
し
ょ
う
。

▼
サ
ッ
カ
ー
部

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　

岐
阜
県
大
会　

準
優
勝

○
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

兼　

全
国
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
県
予
選　

第
３
位

▼
ラ
グ
ビ
ー
部

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

岐
阜
県
予
選　

第
４
位

○
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル
大
会
岐
阜
県
予
選　

第
３
位

○
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

兼　

全
国
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
県
予
選　

第
４
位　

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

岐
阜
県
予
選　

ベ
ス
ト
８

▼
硬
式
野
球
部

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　

岐
阜
大
会　

３
回
戦
進
出

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

○
岐
阜
県
高
等
学
校
選
抜
大
会
兼
全
国

　

高
等
学
校
選
抜
優
勝
大
会

　

女
子　

ベ
ス
ト
16

▼
硬
式
テ
ニ
ス
部

○
岐
阜
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
Ｕ
17

　

男
子 

シ
ン
グ
ル
ス 

３
位 

山
本 

高
輔

　
　
　

 

ダ
ブ
ル
ス 

３
位 

山
本 

高
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

青
山 

稜

　

ベ
ス
ト
８ 

稲
田 

慎
也･

荻
上 

拓
大

○
東
海
毎
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

　

岐
阜
県
予
選
会
Ｕ
18　

　

男
子　

ダ
ブ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８

　

山
本　

高
輔
・
稲
田　

慎
也　

○
岐
阜
県
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手

　

権
大
会　

室
内　

　

男
子　

シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８　

　

山
本　

高
輔

○
岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

女
子　

団
体
戦　

４
位

○
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

　

兼　

全
国
・
東
海
高
校
総
体
テ
ニ
ス

　

競
技
岐
阜
県
予
選
会　

団
体　

３
位

　

ダ
ブ
ル
ス
（
山
本 

高
輔･

稲
田 

慎
也
）ベ
ス
ト
８

▼
弓 

道 

部

○
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　

岐
阜
県
予
選
大
会　

男
子
団
体
の
部

　

準
優
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

女
子
個
人
の
部 

３
位 

篠
原 

彩
音

○
東
海
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　

女
子
個
人　

５
位　

篠
原　

彩
音

▼
剣 

道 

部

○
東
海
高
校
総
体
剣
道
競
技

　

男
子
個
人　

有
嶋　

督　
　
　

出
場

○
岐
阜
地
区
高
校
総
体 

女
子
個
人
の
部 

　

第
３
位　

野
村　

奈
那
美

　

第
５
位　

篠
田　

幸
乃

○
全
国
（
東
海
）
高
等
学
校
総
合
体
育

　

大
会
剣
道
競
技
岐
阜
県
予
選
会

　

女
子
個
人　

第
５
位　

中
島　

里
奈

（
東
海
大
会
出
場)

▼
水 

泳 

部

○
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

　

女
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

小
林 

永
奈

　

女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形 

小
林 

永
奈

　

女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ 

田
中 

百
花

　

出
場

○
岐
阜
県
新
人
水
泳
競
技
大
会

　

女
子　

総
合
６
位

　

女
子
50
ｍ
自
由
形 

５
位 

小
林 

永
奈

　

女
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

　

７
位 

小
林 

永
奈 

８
位 

渡
邉 

菜
月

　

女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

６
位　

河
合　

美
紀

　

女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

５
位 

河
合 

実
紀 

７
位 

田
中 

百
花

　

女
子 

４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー 

６
位

▼
美 

術 

部

○
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
　

　

美
術
工
芸
展 

奨
励
賞 
安
藤 

瑠
乃

　
　
　
　
　
　

 

入
選　

横
山 
み
な
美

▼
書 

道 

部

　

岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
　

　

書
道
展　

奨
励
賞　

宮
島　

由
香

▼
茶
華
道
部

　

裏
千
家　

茶
道
初
段　

許
状
取
得　

　

橋
田 

莉
乃･

林 

七
海･

竹
澤 

さ
く
ら

▼
放 

送 

部

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

　

コ
ン
テ
ス
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　

長
谷
川　

侑
由　
　
　
　
　
　

出
場

○
岐
阜
県
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　

新
人
大
会
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　

７
位　

江
崎　

由
夏

▼
吹
奏
楽
部

○
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

岐
阜
県
大
会　

小
編
成
の
部　

金
賞

○
岐
阜
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

　

Ｂ
編
成
の
部　

銀
賞

▼
囲　

碁　

部

○
東
海
地
区
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

　

男
子
個
人
の
部　

若
林　

潤　

出
場

　

男
子
団
体
の
部　

第
６
位 

若
林 

潤

　

野
田　

祐
貴　

細
川　

豊
月

　

女
子
団
体
の
部 

第
６
位 

牧
田
悠
里 

　

小
野
木 

胡
桃 

上
田 

裕
佳
里

○
第
41
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権

　

大
会
岐
阜
県
大
会 

　

男
子
個
人 

２-

７ 

若
林
潤 

第
３
位

　

全
国
総
合
文
化
祭(

宮
城
大
会)

出
場

　

女
子
個
人 

３-

３ 

小
野
木
胡
桃　

第
３
位

　

男
子
団
体(

若
林･

野
田･

細
川)

準
優
勝

　

女
子
団
体(

小
野
木･

牧
田･

上
田)

準
優
勝

▼
ゴ　

ル　

フ

○
岐
阜
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

　

優
勝　

長
谷
川　

貴
優

　

近
年
、
「
名
簿
デ
ー
タ
」
の
悪
用
に
よ

る
事
件
が
多
く
発
生
し
、
発
刊
そ
の
も

の
を
止
め
る
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す

が
、
役
員
で
協
議
し
た
結
果
、
同
窓
生
の

つ
な
が
り
を
続
け
る
た
め
に
も
発
行
し

て
い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
務
原
高
校
の
同
窓
会
名
簿
は
、
こ

れ
ま
で
５
年
ご
と
に
発
刊
し
て
お
り
、

今
年
は
作
成
年
に
当
た
り
ま
す
。
再
来

年
に
は
創
立
50
周
年
を
控
え
、
同
窓
会

名
簿
の
役
割
が
さ
ら
に
増
す
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
の
管
理
は
す
で
に

20
年
以
上
前
か
ら
「
株
式
会
社
サ
ラ
ト
」

に
委
託
し
て
お
り
、
蓄
積
さ
れ
た
実
績

で
今
回
の
名
簿
作
成
も
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
既

に
昨
年
か
ら
委
託
会
社
に
よ
る
事
前

調
査
・
予
約
受
付
が
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
存
知
と
は
思
い
ま
す

が
、
改
め
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
！

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

〜
同
窓
会
名
簿
の
発
刊
に
つ
い
て
〜

　

最
近
「
各
務
原
高
校
事
務
室

の
○
○
で
す
」
と
職
員
を
装
っ

て
住
所
の
確
認
や
職
業
を
聞
き

出
す
電
話
が
同
窓
生
の
家
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
級
生

の
名
を
か
た
っ
て
オ
レ
オ
レ
詐

欺
ま
が
い
の
電
話
を
受
け
た
報

告
も
あ
り
ま
す
。
名
簿
に
関
わ

る
問
い
合
わ
せ
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
定
年

退
職
し
、
翌
４
月
１
日
を
も
っ
て
各
務
原

高
校
の
職
員
に
再
任
用
さ
れ
ま
し
た
。
定

年
ま
で
の
17
年
間
を
す
ご
し
、
再
任
用
と

し
て
18
年
目
の
各
務
原
高
校
勤
務
が
始
ま

る
と
は
、
ま
っ
た
く
予
想
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
ま
で
の
ど
の

勤
務
校
よ
り
も
愛
着
が
深
い
職
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
17
年
間
で
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の

が
英
語
科
と
の
か
か
わ
り
で
す
。
17
年
間

に
何
度
も
英
語
科
の
担
任
や
副
担
任
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
各
務
原
高
校
で
の
勤
務

は
英
語
科
生
徒
達
と
の
か
か
わ
り
が
中
心

で
し
た
。
２
０
０
１
年
と
２
０
０
３
年
に

は
カ
ナ
ダ
研
修
旅
行
の
引
率
を
体
験
し
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
の
歴
史
や
風
物
を
生
徒
と

共
に
調
べ
た
り
、
現
地
で
通
う
キ
ャ
リ
ハ

イ
高
校
で
の
日
本
文
化
紹
介
の
練
習
を

行
っ
た
り
と
、
出
発
前
は
毎
日
が
大
わ
ら

わ
で
し
た
。
不
安
げ
だ
っ
た
生
徒
達
も
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
数
日
間
を
過
ご
す

う
ち
に
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、
英
語
を

使
っ
て
自
分
自
身
を
表
現
し
て
い
く
自
信

を
つ
け
て
い
き
、
帰
国
後
に
も
っ
と
英
語

力
を
高
め
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先
に
向
か
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

英
語
科
の
修
学
旅
行
を
振
り
返
る
と
、

様
々
な
世
界
の
情
勢
に
影
響
を
受
け
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
２
０
０
１
年
の
５

月
に
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
許
可
を
も
ら

い
、
生
徒
達
と
初
め
て
飛
行
機
の
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
か
ら
雲
海
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

ん
な
平
和
な
思
い
出
が
で
き
た
同
年
９
月

同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
り
、
世
界
は
一
変

し
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
の
カ
ナ
ダ
研
修

の
折
に
は
、
空
港
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
出
発
前
に
、
機
内
に
持
ち
こ
ん
で
は

い
け
な
い
も
の
に
つ
い
て
事
細
か
に
事
前

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
空
港
の
金
属
探
知

機
や
手
荷
物
検
査
場
を
通
る
時
は
、
生
徒

達
も
か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
当
た

り
前
と
思
っ
て
い
た
平
和
が
、
日
本
の
一

歩
外
に
出
れ
ば
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る

こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
年
は
世
界
に
蔓
延
し
た

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
お
か
げ
で
、
５
月
の
修
学
旅

行
が
10
月
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
９
年

に
は
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
、
こ
れ
ま
た

世
界
的
な
蔓
延
を
き
っ
か
け
に
カ
ナ
ダ
研

修
旅
行
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代

り
、
福
島
県
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル

ズ
で
の
英
語
研
修
と
東
京
観
光
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
英
語
科
の
修
学
旅

行
も
普
通
科
・
理
数
科
と
同
様
の
沖
縄
へ

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
務
原
高
校
で
は
国
際
交
流
活
動
が
盛

ん
で
す
。
今
年
で
31
年
目
を
迎
え
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ン
モ
ア
高
校
と
の
姉
妹

校
交
流
は
、
本
校
の
国
際
交
流
の
中
心
事

業
と
し
て
相
互
訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
。

約
10
日
間
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
道
具
と
し
て
使
う
体
験
を
持
つ
意
味

は
大
き
い
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
岐
阜
大

学
の
デ
ビ
ッ
ド
・
バ
ー
カ
ー
准
教
授
の
指

導
の
も
と
、
岐
阜
大
学
生
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
ケ
ン
モ
ア
高
校
訪
問
研
修
に
参
加

す
る
生
徒
達
に
英
会
話
講
座
が
行
わ
れ
、

事
前
の
学
習
と
し
て
大
い
に
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
務
原
市
教
育
委
員
会

と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
セ
リ
ト
ス
市
教
育
委
員
会

よ
り
派
遣
さ
れ
た
高
校
生
達
を
毎
年
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
英
語
科
を

中
心
と
し
てEnglish 

Day

を
行
い
、
日

本
文
化
紹
介
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
で

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
同
市
の

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
高
校
と
姉
妹
校
提
携
も
結

ば
れ
、
本
校
の
国
際
交
流
事
業
も
更
に
充

実
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

本
校
は
国
や
県
が
行
う
英
語
授
業
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
の
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Hi

（
ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
始
ま
り
、

以
降
、
２
０
１
２
年
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
支
援
事

業
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
岐
阜
県
英
語
教

育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拠
点
校
と
し
て
授
業
改
善
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
英
語
科
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
授
業
を
追
及

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
将
来
の
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
英
語
力
を
身
に
着
け

る
た
め
に
、
現
在
の
英
語
指
導
で
改
変
す

べ
き
部
分
と
、
今
後
も
続
け
て
い
く
べ
き

部
分
の
両
方
の
融
合
を
図
る
べ
く
、
こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
の
努
力
は
続
き
ま
す
。
文

武
両
道
、
理
数
科
専
門
教
育
、
英
語
科
専

門
教
育
、
国
際
交
流
と
、
各
務
原
高
校
は

多
面
的
な
魅
力
を
持
っ
た
学
校
で
す
。
今

後
も
そ
の
伝
統
を
活
か
し
、
各
務
原
市
に

各
務
原
高
校
あ
り
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

個
性
を
今
後
も
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を

先
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日(

土)

十
八
時
よ
り

■
場　

所

　
　

コ
パ
ン
各
務
原

各
務
原
市
各
務
西
町
四

－

三
〇
三－

五

(

県
道
江
南
関
線
沿
い
、
市
民
会
館
南)

　
(

〇
五
八)

三
八
九

－

四
一
八
八

■
会　

費

六
、
〇
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）

　

平
成
28
年
の
同
窓
会
は
、
９
月
17
日

(

土)

コ
パ
ン
各
務
原
に
て
無
事
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
期
生
評
議
員
、
同
窓
会
役
員
、
杉
原

校
長
、
片
桐
先
生
、
関
係
の
皆
様
、
楽
し

い
時
間
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
期
生
と
し
て
オ
プ
シ
ョ
ン
の
学
校
見

学
を
進
め
た
こ
と
も
あ
り
会
報
の
大
役
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
学
校
見
学
で
感
じ
た
こ
と
を

思
い
つ
く
ま
ま
に
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

※

お
気
楽
な
同
窓
会
評
議
員
で
、
す
い
ま

せ
ん
。

・ 

携
帯
の
留
守
電

「
合
同
評
議
員
会
」
の
案
内
状
が
届
い
た

と
き
、
同
窓
会
活
動
も
10
年
前
に
参
加
し

て
そ
れ
っ
き
り
。
総
会
の
担
当
は
終
わ
っ

た
は
ず
、
な
ぜ
・
ま
た
？
同
窓
会
開
催
日

が
、
長
森
南
小
学
校
の
同
窓
会
の
日
。　

18
期
生
が
主
役
だ
か
ら
。
行
か
な
く
て
も

な
く
て
も
大
丈
夫
。
出
し
ゃ
ば
ら
な
い
で

お
こ
う
。
正
直
に
言
う
と
欠
席
＆
不
参
加

を
決
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

「
お
ー
い
、
同
窓
会
の
打
合
せ
・
・
・
」

　

第
１
回
目
の
打
合
せ
当
日
。
10
年
前
の

同
窓
会
責
任
者
で
の
同
窓
会
の
副
会
長
と

な
っ
た
中
田
君
か
ら
の
留
守
電
。
参
加
促

す
電
話
と
第
２
回
目
の
招
集
の
案
内
状

で
、
恐
々
と
参
加
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
前
回
の
同
窓
会
委

員
は
10
年
前
の
半
分
以
下
（
お
恥
ず
か
し

い
）
。
中
田
副
会
長
を
含
め
た
同
窓
会
役

員
や
同
期
生
、
９
期
生
の
片
桐
先
生
と
会

話
し
、
現
状
が
わ
か
り
ま
し
た
。
昔
と
違

い
１
学
年
に
10
ク
ラ
ス
無
く
、
生
徒
数
数

が
少
な
い
た
め
、
入
学
30
年
目
＋
40
年
目

で
同
窓
会
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
今
は
各
務
原
市
出
身
が
多
い
た
め
会

場
は
各
務
原
の
コ
パ
ン
で
の
開
催
で
進
み

ま
す
。
我
々
の
時
は
２
次
会
会
場
が
無
い

の
で
岐
阜
で
の
開
催
に
持
っ
て
い
っ
た

な
ぁ
と
か
、
議
事
進
行
に
あ
わ
せ
て
10
年

前
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

・ 

デ
シ
ャバ
リ
？

　

18
期
生
主
体
で
進
め
て
も
ら
う
な
か
、

同
窓
会
役
員
の
先
輩
方
よ
り
、
最
近
の
同

窓
公
開
の
状
況
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
数
年
、
同
窓
会
の
前
に
学
校
見
学
を

実
施
し
て
い
た
と
聞
い
て
、
面
白
そ
う
だ

な
、
や
り
た
い
な
と
、
悪
い
虫
が
騒
ぎ
出

し
ま
す
。
余
裕
が
な
い
と
辞
退
す
る
18
期

生
の
代
わ
り
に
、
学
校
見
学
な
ら
ば
メ
イ

ン
皆
さ
ん
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
の
で
は

と
、
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
を
仕
切
る
18
期
生
に
、
コ
パ
ン

と
各
務
原
高
校
の
送
迎
バ
ス
の
可
否
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
当
日
や
る
こ
と
は
、

集
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
随
行
員
と
決
め
込
み

ま
す
。
「
き
な
し
」
と
合
わ
せ
て
送
る
葉

書
に
、
学
校
見
学
希
望
の
確
認
を
入
れ
て

頂
き
、
同
窓
会
の
参
加
希
望
者
の
葉
書
が

集
ま
っ
た
後
の
第
３
回
目
の
最
後
の
打
合

わ
せ
で
決
め
れ
ば
い
い
と
。

（※

第
３
回
目
は
、
参
加
葉
書
か
ら
の
受

付
名
簿
作
り
が
メ
イ
ン
で
す
。
前
回
は
中

18
年
目
の
各
務
原
高
等
学
校
勤
務

久　

代　

美　

和　

子

同
窓
会
を
終
え
て

８
期
生　
　
　

西　

田　

和　

久　


